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　新年あけましておめでとうございます。
　一般社団法人日本ファインセラミックス協会（JFCA）は、70 社が集まるセラミック
ス業界の工業会で、学会の日本セラミックス協会（CSJ）、試験研究のファインセラミッ
クスセンター（JFCC）と三位一体で業界を応援している。現在、ファインセラミックス
産業は好調で、生産額も 2013 年度は対前年比 16.2% 増、2014 年度は対前年比 11.2%
増（当初見込値 6.9% の 2 倍近い伸び）、2015 年度は対前年比 6% 増見込みで総額 2.5
兆円と JFCA が生産統計を取り始めて過去最高となる。そして、最終製品での経済効果は、
10 ～ 100 倍である。

　これは日本だけの傾向でなく、米国でも同様で東京オリンピックの 2020 年のグロー
バル市場は 11 兆円と昨年に上方修正された。現在、ファインセラミックス業界では、日
本が米国を押さえて世界市場の 4 割を担う。分野別の日米比較では、エレクトロニクス、
自動車は日本が強いが、エネルギーは日米互角、医療、コーティング、セキュリティは
米国がリードしている。一方、中国は 2049 年の建国 100 年に世界トップの座に向けて
追い上げてきており、日本も攻めの戦略が欠かせない。

　ファインセラミックスはまだ若い材料で、市場のポテンシャルは無限大である。世界
の産業界は、軽量で強く高温で高腐食の極端な環境下でも機能する贅沢な材料を求めて
いる。三大材料の中でもファインセラミックスは、様々なアプリケーションで高温の安
定性、耐食性、耐摩耗等タフさに加え、親和性、熱放出機能などのユニークな組み合わ
せを提供し、更に他の材料に比べてメンテナンスフリーを可能とし、ライフサイクルか
らのコストでも優れた材料である。ただ、気を付けなければならないのは、社会が求め
るのは材料でなくファインセラミックスがもつ機能ということである。昨年 5 月に米
国の工業会である先進セラミックス協会（USACA）と情報交換の覚書を締結したが、米
国 の グ レ ン 専 務 理 事 と「Ceramics are everywhere、Ceramics market potentials are 
endless」と話している。

　昨年、経済産業省が発表した機能性素材産業政策の方向では、素材産業は自らの領域
を決めてしまう面が多々あり、横連携の弱さを指摘していたが、我々はブラインドゲー
ムに陥らないよう心掛けなければならない。昔から言われるように、三人寄れば文殊の
知恵で、異業種、異分野の発想を重ねることが競争力強化への近道である。そして、もっ
ともっとユーザの声に耳を傾け、セラミックスソリューションを売り込み、相互に結び
つく新結合によってグローバルな新市場の開拓が重要である。
　最後に、当協会は今年 11 月に設立 30 周年を迎える。将来の産業発展の指針となる「技
術ロードマップ 2050」の作成に着手したところで、引き続き会員企業にとって頼れる工
業会となるよう精進していきたい。

三人寄らねば知恵は出ない

一般社団法人　日本ファインセラミックス協会
専務理事　矢野　友三郎
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　JFCC は、1985 年（昭和 60 年）5 月の設立から満 30 年を迎え、この節目となる年にあたり、記念事業を実施し
ました。

ＪＦＣＣ３０周年記念事業を実施

事業報告

◇ JFCC 設立 30 周年記念シンポジウム
　9 月 30 日 ( 水 ) 愛知県産業労働センター（ウインクあいち）において、「環境とエネルギーに貢献するファイン
セラミックス」と題して、著名な先生方に各専門分野における課題や将来展望について、わかりやすくご講演いた
だきました。
　企業・研究機関・官公庁等から 470 名の方のご参加いただき、活発な討議が行われ、意義あるシンポジウムとす
ることができました。

　　　　 「来賓挨拶｣

　　　　 「設立３０周年を迎えて」

特別講演 「ナノカーボン材料がおもしろい」

特別講演 「先進電子顕微鏡技術の現状と展望」

特別講演「環境浄化に向けて－セラミストのおもい－」

特別講演「サステイナブル社会に向けたトヨタの FCV 開発の取り組み」

講演　　 「パワーデバイス用材料の結晶評価法の開発研究」

　　　　経済産業省　中部経済産業局長　波多野　淳彦　氏

ＪＦＣＣ　材料技術研究所長・ナノ構造研究所長　高田　雅介

名城大学　大学院理工学研究科　終身教授　飯島　澄男　氏

名古屋大学　エコトピア科学研究所　特任教授　田中　信夫　氏

上海交通大学致遠講席教授・学長特別顧問・　　　　　　　
平野材料創新研究所長 ( 名古屋大学元総長 )  平野　眞一　氏

トヨタ自動車（株）材料技術開発部　部長　間瀬　清芝　氏

ＪＦＣＣ　材料技術研究所　機能性材料グループ長　石川　由加里

来賓ご挨拶　波多野局長

特別講演いただいた先生方

特別顧問　豊田章一郎 様

平野先生
飯島先生

田中先生
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　第８回ＯＢ会総会が、9 月 30 日 ( 水 ) 名鉄グランドホテルにおいて開催されました。
　ＯＢ 42 名の方が出席され、大橋ＯＢ会長のご挨拶の後、会則の改定、役員の改選が審議され、新たに以下の役
員体制となりました。総会終了後、JFCC 設立 30 周年記
念パーティへ合流し旧交を温めました。
　次回は、会則の改定により５年後の 2020 年度の開催予
定です。

ＪＦＣＣ - ＯＢ会の開催

事業報告

◇ JFCC 設立 30 周年記念誌

◇ JFCC 設立 30 周年記念パーティー

［ＪＦＣＣ - ＯＢ会　新役員］

　2015 年 5 月に作成し、役員、委員、賛助会員等関係の方々へ配付しました。

　9 月 30 日 ( 水 ) 名鉄グランドホテルにおいて、役員、賛助会員、関係官公庁・団体、ＯＢ会の方々、及び現役の
役職員、総数 295 名の出席者で記念パーティーを開催しました。
　JFCC 設立から 30 年のあゆみについて、記念パネルを作成し展示しました。

会　長　　野嶋　　孝　（元理事長）
副会長　　種村　　榮　（元専務理事・研究所長）
副会長　　神野　征治　（元常務理事）
幹　事　　栗山　　茂　（元常務理事・事務局長）

東京大学　岸 名誉教授 経済産業省　福島 審議官

記念パネル展示

30 周年記念誌
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事業報告

　9 月 16 日（水）～ 9 月 18 日（金）の３日間、東京ビッグサイト西ホールで開催された JFCC も主催するセラミックス＆
ガラス技術展（旧国際セラミックス総合展）に出展しました。『セラミックス＆ガラスが切り拓く新しいセンシング・自動車
応用－プロダクトイノベーションは素材から－』というテーマで革新的な社会システムの実現に向けた多種多様な自動車応
用部材に焦点を当てた内容の展示会は、期間中6万人を超える盛況でした。JFCCは、主催者ブースで設立30周年を振り返っ
た活動紹介パネルの展示に加え、試験評価のエキスパートとして最先端の研究を通じて得た高度な技術と最新鋭の機器と
30 年の豊富な実績 ･ 情報を紹介し、様々な業界の方々に来場いただきました。

セラミックス＆ガラス技術展 2015 への出展

　10 月 31 日 ( 土 )、中国／北京において、清華大学とのワークショップを開催しました。
　清華大学 State Key Lab．of  New Ceramics & Fine Processing とは技術的交流を目的とした協力協定を締結しており、
ワークショップ開催は今回で７回目となります。
　今回は韓国窯業技術院、中国上海珪酸塩研究所も参加し、活発な討議が行われ、意義あるワークショップとすること
ができました。なお、JFCC からは以下の２件の講演を行いました。

　11 月 18 日（水）～ 11 月 20 日（金）の 3 日間、吹上ホール（名古屋中小企業振興会館）で開催された第 5 回次世代
ものづくり基盤技術産業展　TECH Biz EXPO 2015 に出展しました。『次世代自動車・航空機などに活かすものづくり』と
いうテーマで素材革命に伴う最新要素技術を幅広く紹介する展示会で、JFCC は、これからのモノづくりに役立つ試験評
価技術を中心に最新の成果をわかりやすく展示紹介しました。今年は講演会・セミナー『研究シーズ発表』にも参加して
３件の研究事例紹介を行い、多くの方々に来場いただきました。

　11 月 25 日（水）、第４回目の「研究技術委員会」を開催しました。委員長の東京大学 香川豊教授をはじめ、８名の委
員の方々に出席いただきました。
　昨年開催した第３回研究技術委員会での意見まとめとその対応について高田所長より報告した後、以下のトピックス３
件を報告しました。
１）耐環境性に優れた輻射熱反射コーティングの設計と創製（材料技術研究所 高信頼性材料グループ 田中誠）
２）第一原理計算による酸化保護膜中の物質移動機構の解析（ナノ構造研究所 計算材料グループ 小川貴史）
３）走査型透過電子顕微鏡による構造解析に基づく新規材料設計（ナノ構造研究所 微構造 ･ 界面解析グループ 小林俊介）
　今回も研究の進め方について、企業の方々からは物づくりの視点、研究機関の方々からは学術面の視点で忌憚のない
ご意見、ご要望をいただきました。

　12 月 11 日（金）に、JFCC、東京工業大学、名古屋工業大学、物質・材料研究機構の４セラミックス研究機関合同講
演会が JFCC に於いて開催されました。今回の合同講演会では「―次世代を支える新材料開発と先端解析技術―」をテー
マに８件の講演が行われ、JFCC からも以下の２件の講演を行いました。
１）電子線ホログラフィーによる機能性材料の電場，磁場の可視化 （ナノ構造研究所 電子線ホログラフィーグループ長 山本和生）
２）光学式ひずみセンサのためのセラミックス蛍光材料開発（材料技術研究所 エネルギー材料グループ長 奥原芳樹）
　約 100 名の参加者があり、活発な質疑がなされました。なお、次回から産業技術総合研究所材料・化学領域も参画す
ることとなり、来年は「５セラミックス研究機関合同講演会」として物質・材料研究機構にて開催する予定です。

中国／清華大学との第７回ワークショップ開催

TECH Biz EXPO2015 への出展

第４回 研究技術委員会の開催

第 16 回  ４セラミックス研究機関合同講演会の開催

講演１「Zirconia based NOx sensor using La-based perovskite oxides an electrode｣
（材料技術研究所　材料プロセスグループ長　高橋誠治）

講演２「Ex situ and in situ analyses of all-solid-state Li-ion batteries by advanced electron microscopy」　
（ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ長　山本和生）
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を行う時間に余裕のある開催形式というのも一考に値す
ると感じた。

　私の招待講演の発表は最終日である11/12 の「機能性
材料」のセッションで行われた。産総研、東京大学との
共同研究で行った Li2MnO3-LiTMO2(TM:= Mn, Co, Ni) 正
極活物質に関する研究である。STEM による粉末試料の
観察の結果、粒子は結晶方位の異なるドメインで構成さ
れており、そのドメイン境界における Li イオンの拡散挙
動について第一原理計算による解析結果を報告した。今
回の発表では Ni の偏析したドメイン境界近傍において Li
イオンの移動度が著しく抑制されることを報告した。こ
れに対して、Ni 以外の元素の偏析は何か影響を及ぼすの
か、ドメイン境界を制御する方法について何か方策があ
るのか等の質問を受けた。

　会議中に、固体酸化物燃料電池の電極材料の研究を
行っているクレムゾン大学（米国サウスカロライナ州）の
Brinkman 准教授と食事をする機会があった。氏は 2005
年〜2007 年に日本学術振興会の外国人特別研究員とし
て筑波の産総研でポスドクとして従事していたとのことで
あった。しばらくの間、当時の筑波での研究、日本での
生活の話に花が咲いた。また、アメリカで研究室を運営
する苦労話を聞くこともできた。大学にもよるが、アメリ
カでは博士課程の学生も「雇用」し、その費用はポスド
クと同程度（600 万円）である。博士課程の学生にも給
与を支払い、その上で学費も負担する必要があるためで
ある。アメリカでは基礎科学の予算枠は圧縮される傾向
にあり、必然的にエネルギー省（DOE）、米軍予算関連の
ような出口志向の強い研究予算を獲得する必要があると
のことであった。図らずもカナダの地でアメリカのアカデ
ミアでの生存競争の非常に厳しい一面を知ることとなっ
た。今回の国際会議で得た知見を今後の研究活動に積
極的に活用したいと思う。

　2015 年 11 月 9 日から、カナダのアルバータ州にある
ルイズ湖で開催されたComposites at Lake Louise 2015
に参加した。今回は東北大学の高村教授から招待講演
を依頼され口頭発表を行った。この会議は McMaster 大
学の故 Patrick Nicholson 教授が発起人となり 1997 年
から 2 年に 1 度の間隔で開催されている。Nicholson 教
授は、材料科学の多様な分野の研究者を招待講演者とし
て募り、異分野融合の契機を提供することを目的として
Composites at Lake Louise を開催したとのことである。
学際研究が推進されている現在の先駆け的な取り組みと
言えるのではないだろうか。カルガリー国際空港からシャ
トルバスに乗り、3 時間程度でルイズ湖に到着した。ル
イズ湖は世界遺産に登録されているバンフ国立公園内に
あり、個人の自動車で乗り入れる場合には登録許可証（有
料）の取得が必要となるなど、環境保全に対する取り組
みも厳しく行われている。本格的なスキーシーズンには
まだ早いとのことであったが開催場所である Fairmont 
Chateau Lake Louiseリゾートホテルはルイズ湖の湖畔に
佇んでおり多くの観光客で賑わっていた。

　会議は 3 つのパラレルセッションで構成され、「生体材
料」、「構造材料」、「機能性材料」に分かれていた。パラ
レルセッションのために全ての発表を聴講することはで
きなかったが、発表される研究の内容は多岐にわたって
おり、セラミック系の二相共存状態で利用される燃料電
池系触媒材料から、高分子材料にナノ金属粒子を分散・
複合化したフィルター材料、繊維の難燃化に用いる粘土
鉱物を基材とするコーティング技術など興味深い発表が
多く行われた。この会議の特徴として、発表が午前中の
Morning session と夕食後の Evening session に行われ、
昼食後から夕食前までがフリーな時間として確保されて
いたという点が挙げられる。これは会議の参加者同士の
議論の時間を確保しようということで、毎回このようなス
タイルで実施されているということである。多くの国際会
議ではタイトな発表スケジュールで開催されるが、議論

ホテルーからのルイズ湖、ヴィクトリア氷河、ロッキー山
脈の眺め。開催期間中は雪が降り続けていた。

メインの講演会場となった Fairmont Chateau Lake Louise
の Victoria Ballroom。

エアポケット

Composites at Lake Louise 2015 （CALL 2015）参加報告
ナノ構造研究所 計算材料グループ　桑原彰秀
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最新設備紹介

　本装置は、コンフォーカル ( 共焦点 ) 光学系と呼ばれ、絞っ
たレーザーをスポットで照射し、試料表面上を走査することに
よって得られる反射光量などから、焦点の合った部分の画像の
みを合成することで、不要散乱光等の影響を受けることなく、
高いコントラストで高画質なカラー共焦点画像を得ることがで
きる走査型顕微鏡です。キセノン光源、水銀キセノン光源、及
び半導体レーザー光源の計 7 波長から目的に合わせて最適の
波長を選択することで様々な表面観察・形状測定 / 解析が可
能となります。深さプロファイルより表面粗さ解析 (JIS,ISO 準
拠 )、平面計測などの表面形状プロファイル、マッピング、3D
測定も可能です。また、パッチワーク機能による画像連結を用
いることで、広視野を高解像度のまま自動で表面状態の観察
/ 解析が可能となります。前処理等が不要であり、処理速度も
高速であるため対象物を短時間で測定することができます。半
導体や結晶基板などのパターン測定、ウェハやガラスなど基板
上に存在する微小欠陥 / 異物の検査にも応用できます。
　依頼試験および機器利用にも対応しております。ぜひご利
用頂き、皆様の研究開発にお役立て下さい。

　固体材料の熱伝導率を評価する場合、密度、比熱容量、熱拡散率を測定し、これらから熱伝導率を算出することが
多いですが、この中で熱伝導率の変動に密接に関係しているのは熱拡散率です。熱拡散率は、10-8m2/s オーダーから    
10-4m2/s オーダー程度まであり、この範囲を同じ装置で測定するため、熱拡散率の大きいサンプルを測定する際には、
厚いサンプルを用意する必要がありました。また、熱拡散率はそれ程大きくなくても、1mm 程度の厚さが必要でした。し
かし、材料によっては厚いサンプルを作成することが困難であったり、厚くすることで熱拡散率が変わってしまう懸念があっ
たりするため、薄いサンプルでの評価が望まれていました。
　今回ご紹介する評価装置は、従来のフラッシュ法

（レーザフラッシュ法）の装置と比べて、①加熱光の
照射時間が 1/10 程度、②放射温度計の応答速度が速
い、という特徴があり、これらにより、従来測定の困
難だった 1mm 以下のサンプルでも熱拡散率の測定が
可能となりました。アルミナで検証試験を行ったとこ
ろ、厚さ 0.1mm のサンプルでも十分な測定を確認で
きております。また、測定温度は、-100℃～ 500℃で
あり、室温以下の温度域での評価も可能です。さらに、
単層材だけでなく多層材の評価や面方向の評価などに
も対応しております。
　本評価装置は依頼試験として受託測定に対応してお
りますので、是非ご活用下さい。

形状解析レーザーマイクロスコープ（レーザー顕微鏡）

薄板対応フラッシュ法熱拡散率測定装置
～より薄いサンプルの熱拡散率（熱伝導率）評価が可能に～
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職員紹介

ナノ構造研究所  微構造・界面解析グループ
胡　肖兵（Xiaobing Hu）

材料技術研究所　高信頼性材料グループ
森　匡見

  My name is Xiaobing Hu. I was from China. And I got my PHD degree in the National Laboratory for 
Materials Science, Institute of Metal Research (IMR), Chinese Academy of Sciences in July 2015. And 
my research interest is resolving the fundamental microstructural characteristics of the materials by 
various kinds of advanced transmission electron microscope (TEM) and the related advanced imaging 
method. In IMR, I mainly focus my research work on the microstructures of the precipitations in 
superalloys.
  I joined the Nanostructures Research Laboratory in JFCC on July 24, 2015. And I am pleased to work 
here since the TEM facilities here are very special and almost the best over the world. Furthermore, 
people in JFCC are very kind and nice, which makes me feel comfortable. Indeed, I have nothing to offer 
but hard work in JFCC. Thus, I will try my best and I hope I can have some nice and classic results here.
  To take this opportunity, I would like to show my great appreciation to all my colleague in JFCC for 
your invaluable help. Best wishes. May the good luck always be with you!

　2015 年 7 月１日付けで中部電力・技術開発本部から出向してまいりました森匡見と申しま
す。これまで研究員は火力部門から来ておりましたが今年から研究部門からの派遣となってい
ます。
　材料系学科を卒業後、TDK 株式会社の研究所（千葉県・市川市）で 12 年間勤務ののち、中
部電力の研究所（名古屋市・緑区）に移り、まもなく 12 年になります。その間、様々な機能
性セラミック（光部品、ディスプレイ（有機 EL、無機 EL）、超電導、耐環境保護膜、など）
の新規材料開発および薄膜プロセスに関する研究開発に携わってきました。
　現在は CFRP リサイクルに関する研究を担当すると共に、中部電力からの技術相談について
もサポートしています。中部電力と JFCC の２つの組織に所属して感じたのは、同じ言葉を聞
いても理解の仕方がずいぶん違います。
　所属する技術分野や組織文化が違うため仕方の無い事ですが、幸いにも両者を知るポジショ
ンを与えられたのは偶然ではないように感じています。今後は、２つの組織が互いに補完しな
がら良好な研究パートナーとして維持していけるよう、「言葉」を解りやすく翻訳する役割を
果たせたらと考えております。公私共々、どうぞよろしくお願いします。

ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ
西藤　哲史

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ
野村　優貴

　2015 年 8 月 12 日付けで日本電子 ( 株 ) から出向して参りました西藤哲史と申します。学
生時代は化合物半導体を用いた超格子におけるフォトルミネッセンスの研究を行っておりまし
た。就職後は NEC および転籍先のルネサスエレクトロニクス ( 株 ) にて Si デバイスにおける
材料・デバイスの分析・評価に従事し、高誘電率ゲート絶縁膜や金属ゲート電極の開発などに
取り組んでおりました。2015 年に日本電子 ( 株 ) に転職しましたが、JFCC に出向する機会を
頂く事が出来まして大変感謝しております。
　こちらではモノクロメーター付き収差補正 TEM を活用した分析技術および、第一原理計算
を用いた EELS スペクトルの解析技術の発展に取り組む予定で、実測と計算の融合を目指した
研究を進めたいと思っております。JFCC は装置も研究者も非常にレベルが高く、この恵まれ
た環境の中でよい成果を挙げられるよう、鋭意努力して参ります所存です。まだまだ未熟で至
らない点も多々ございますが、ご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。

　2015 年 9 月 1 日付けでパナソニック株式会社より出向してまいりました野村優貴と申しま
す。
　パナソニックでは先端研究本部という研究部門に在籍し、入社以来、電池の材料開発業務に
取り組んできました。主にはスパッタリング等の薄膜形成や電気化学を用いて次世代二次電池
の材料開発に従事してきました。また、学生時代は透過電子顕微鏡を用いた半導体の結晶構造
解析を行っておりました。
　ファインセラミックスセンターではナノ構造研究所・電子線ホログラフィーグループに在籍
し、透過電子顕微鏡を用いた電池の解析業務に努めます。世界最先端の研究を行う組織で働け
ることをとても楽しみにしています。微力ではありますが、学生時代を思い出しながら、精一
杯研究に貢献したいと考えています。
　これまでの職場は大阪でしたが、今回の出向に伴って名古屋に引っ越してきました。これま
では会社の寮生活でしたので、一人暮らしとなった今、料理などこれまでできなかったことを
満喫していきたいと思っています。
　公私共々、どうぞ宜しくお願いいたします。
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平成２７年７月２４日付
　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ　研究員       　 　　　胡　肖兵

平成２７年７月３１日付
　出向期間満了
　　材料技術研究所　高信頼性材料グループ　上級研究員補　　　　　河合　和彦（中部電力（株））

平成２７年８月１２日付
　出向受入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ　上級研究員補　　　西藤　哲史（日本電子（株））

平成２７年９月１日付
　出向受入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員補　　　野村　優貴（パナソニック（株））

平成２７年９月３０日付
　出向期間満了
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員　　　　下山田　篤史（古河電気工業（株））
　　研究企画部　業務グループ　グループ長　担当部長　　　　　　　法月　廣（（株）ノリタケカンパニーリミテド）

ＪＦＣＣニュース第１１５号　　発行日　２０１６年１月１日
　　　　　　　　　　　　　　　発行所　一般財団法人ファインセラミックスセンター　 〒 456-8587　名古屋市熱田区六野 2-4-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　（052）871-3500（代）　ホームページアドレス　http://www.jfcc.or.jp

の動きJFCC

事業案内

人の動き

○ナノ材料科学環境拠点（GREEN）
　2014 年度　第 4 回　GREEN 拠点賞　先進賞
　受賞日　　　平成 27 年 6 月 25 日
　受賞者　　　川﨑　忠寛
　受賞題目　　触媒反応下における表面・界面の実時間 TEM 観察
　　　　　　　Dynamic TEM observation of the catalysis using a 
　　　　　　　gas environmental cell

○公益社団法人応用物理学会
　応用物理学会　Poster Award
　受賞日　　　平成 27 年 9 月 14 日
　受賞者　　　川﨑　忠寛
　　　　　　　吉田　要
　　　　　　　石田　高史（名古屋大学）
　　　　　　　丹司　敬義（名古屋大学）
　受賞題目　　金ナノ粒子触媒における反応サイトの可視
　　　　　　　Direct visualization of active site on the gold
　　　　　　　nanoparticulate catalyst with Environmental TEM

表　彰
○ The American Ceramic Society
　2015 Robert B. Sosman Award
　受賞日　　　平成 27 年 10 月 7 日
　受賞者　　　JFCC 客員主管研究員／東京大学　　幾原　雄一
　受賞理由　　セラミックス基礎科学の分野で顕著な業績をあげたため

○公益社団法人日本金属学会　
　水素化物に関わる次世代学術・応用展開研究会
　優秀ポスター賞
　受賞日　　　平成 27 年 10 月 23 日
　受賞者　　　大谷　紀子
　受賞題目　　第一原理計算による Ti-V 系合金の平衡水素圧解析

○公益財団法人大倉和親記念財団より、
　2015 年度（第 46 回） 研究助成金 100 万円の贈呈を受けた。
　研究助成金贈呈日　　　平成 27 年 11 月 30 日
　研究助成金受領者　　　川﨑　忠寛
　助成対象研究題目　　　環境電子顕微鏡による金／
　　　　　　　　　　　　酸化チタン触媒反応サイトの可視化

　R&D からナノテク製品までの幅広く多様な業種のニーズ
／シーズが集結する nano tech 2016 に出展し、多くの
企業様に活用いただける研究成果と最新機器を用いた試
験評価技術の展示をします。

 ● 開催日時：2016 年 1 月 27 日 ( 水 ) ～29 日 ( 金 )
 ● 開催会場：東京ビッグサイト 東４～６ホール
　　　　　　［ブース番号 ６Ｗ－１４]

   nano tech 2016 展に出展予定

　今年から新規開催される第 1 回高機能セラミックス展
を協賛します。

 ● 開催日時：2016 年 4 月 6 日 ( 水 ) ～ 8 日 ( 金 )
 ● 開催会場：東京ビッグサイト 東ホール（第 4 ホール）
 ● 主催：リードエグジビションジャパン株式会社
 ● 共催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会

   第 1 回高機能セラミックス展
　 ～セラミックスジャパン～の協賛、出展予定


